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主な質問項目(予定）

○子ども虐待防止対策について・・・港北区と戸塚区で児童虐待事件

が発覚しました。今後このような悲劇が起きないよう、虐待の早期発見早

期対応の要となる乳幼児健診時相談体制拡充、母子手帳手渡し時のていね

いな対応、スクールソーシャルワーカーの配置等を提案。

○就学援助制度について・・・子どもにも貧困と格差が広がっている

中、就学援助制度は有用です。援助率が低い横浜市では、制度が受けにく

いのではないか、申請しやすいすいように変えるべきではないか等を質問。

○就職紹介事業「ジョブマッチング横浜」等雇用施策について・・・

有効求人倍率が横ばいで、特に若者には厳しい雇用実態が続いています。

ハローワークの横浜版「ジョブマッチング横浜」はかなり実績を上げてい

ますが、さらに充実させるべきではないか、具体的に提案しながら質問。

(時間は変更される場合があります）

局別審査での質問項目(予定）

９月30日(木) こども青少年局（関美恵子議員）
学童保育について（基本助成、障害児等の入所、新設等）

病院経営局（関美恵子議員）
脳血管医療センターの経営改革、看護師不足について等

10月１日(金) 資源循環局（大貫憲夫議員）
アスベスト含有破砕石の処理、生ごみの堆肥化、事業系ご

みの分別について等

決算委員会の傍聴を！
日本共産党らの要求により実現した予算・決算特別委員会の傍聴ですが、傍聴者は少ない状況で

す。横浜の決算はどうなのか、各会派の議員はどんな質問をするのかなど、市民はしっかり見てい

るというメッセージのため、また共産党議員を激励するためにも、ぜひ、傍聴にお越しください。

傍聴方法、共産党議員の発言時間等については、事務局(℡671-3032）までお問い合わせください。

なお、インターネットでも中継・録画でご覧になれます(「横浜市会」で検索）。


